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2019年 社会貢献・社会還元の実施状況調査結果
札幌方面遊技事業協同組合
合田康広 理事長

2019年

2018年

平成29年

物品  5,535  112件  19.1%

29,032  
215件

26,891
323件

ホール
17,448 
186件
60.1%

26,518
299件

現金   23,497  103件  80.9%

方面遊協
10,337 
17件
35.6%

その他
  2,581

3件
8.9%

防犯
  8,406

10件
29.0%

交通
  270

5件　0.9%

暴排
  458
4件
1.6%

学術・文化
 200

1件　0.7%

災害救済
6,530
3件
22.5%

青少年育成
55 
4件　0.2%

地域貢献
6,240 
145件
21.5%

社会福祉
4,292 
40件
14.8%

支部  1,247  12件  4.3%

DATA ※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2019年現金・物品の割合（単位：千円）

■2019年分野別、拠出額と割合（単位：千円）

2019年は、災害復興支援の活動が再び活発に
2019年1月から12月までの1年間に展開された社会貢

献活動を対象に、都府県方面組合、各支部組合及び各組
合員ホールからの報告をもとに、社会貢献・社会還元の実
施状況調査の結果を取りまとめた。

拠出金総額は、14億7,197万円であった。内訳は、現
金が約11億4,981万円、物品（現金換算）が約3億2,215
万円である。前年比で総額では、約2億3,007万円の減（前
年の約86.5％）、件数は640件の増（同約105.3％）となっ
た。内訳は現金が、約2億939万円の減（同約84.6％）で、
物品が2,068万円の減（同約94.0％）となった。

拠出元別の金額は、総額で都府県方面組合が約4億
1,779万円、支部組合が約1億9,707万円、組合員ホール
が約8億820万円となり、前年比で都府県方面は約8,868
万円の減 ( 前年の82.5%)、支部が約2,615万円の減 ( 同
88.3%)、組合員ホールが約1億1,124万円の減(同87.9%)
であった。

拠出内容別の金額及び構成比は、その他を除くと多い
順で、①社会福祉関連約4億2,372万円(構成比28.8％)、
②地域貢献関連約3億5,565万円(同24.2％)、③防犯関
連約1億7,687万円(同12.0％)、④青少年育成関連約1億
4,109万円(同9.6％)、⑤災害救済関連約1億3,047万円（同
8.9％）、⑥学術・文化関連約9,059万円( 同6.2％)、⑦暴
排関連約4,039万円（同2.7％）、⑧交通安全関連約2,683
万円(同1.8％)となった。

拠出金の前年比の特徴は、「交通安全関連」への拠出が、
1,046万円の増（前年の163.9%）、「災害救済関連」が1億
5,808万円減（同45.2%）となった。
「災害救済関連」の減少は、前年が災害の多く発生した

世相を反映し「災害救済関連」への拠出が大きく増加した
後の年に当たり、前年比では低下しているものの、1億3,000
万円を超える拠出があり、平成29年（2017年）に比べると
なお２倍以上の拠出が続いている。

寄贈先の特徴としては、消防関連への拠出が金額、件
数ともに前年の340%台と大きく増加している。また、児
童福祉施設への拠出は金額で112.2%、社会福祉評議会
への拠出も金額で107.9%、件数では138.2%と増加して
いる。また、パチンコ・パチスロ依存問題に対する対策へ
の拠出も金額で前年の175.9%、件数で128.9%と大きく伸
びている。盲導犬関連への拠出は、金額では前年の98%
だが、件数では400%と大きく伸び裾野が広がっている。

東日本大震災関連は金額では前年の76.6%となったが、
件数では145.9%と広く支援を続けている。

寄贈された物品の内容では、特徴的なことは、福祉や
防犯を目的とした福祉車両等の車両は、2,802万円相当17
台寄贈され、別途車両購入費として2,760万円の現金寄
贈があり、合わせて5,562万円が寄贈された。車いすは
3,578万円相当98台が寄贈された。防犯カメラは2,354万
円相当が寄贈され、防犯カメラの購入費として別途195万
円の現金寄贈があり、合わせて2,549万円寄贈された。防
犯カメラの報告の中には、2019年があおり運転が話題に
なったこともありドライブレコーダーの寄贈も報告されて
いる。

ボランティア活動等の社会貢献活動では、各都府県方
面組合から過去最多となる3,589件（昨年3,138件）の具
体的事例報告が寄せられた。特徴としては、「清掃活動」「献
血活動」「パトロール活動」「災害ボランティア活動」といっ
た奉仕型の貢献活動が全体の71.9%と前年に比べ6.2ポ
イント増加した。奉仕型の中では、「清掃活動」が大きく
増加した。2019年も台風19号被害への「災害ボランティ
ア活動」が数多く報告されたが、昨年が非常に多く報告
されていたことから昨年比では減少している。

今後の課題と展望
2019年は、構成比は例年と変わらないものの、災害が

多発した2018年に比較すると「災害救済関連」が減少し
たが、２つの台風被害が大きかったこともあり、2017年度
よりはかなり多額であったことが総額に反映した結果となっ
た。会員の皆様の社会貢献に対する高い意識に対して敬
意を表したい。

2020年は、業界を取り巻く環境が極めて厳しいうえに、
新型コロナウィルスの影響が非常に大きくなり、きわめて
厳しい状況になることが予想されるが、全国組織である
全日遊連の会員として、このような状況であるからこそ地
域のための社会貢献活動に取り組んでいただきたいと考
えている。

一般社団法人パチンコ・パチスロ社会貢献機構の助成
事業についても、どの分野にどのような助成を行えば効
果が上がるかを熟慮し、今後の助成活動に生かしていき
たい。

2019年　社会貢献・社会還元の実施状況調査結果総評
2019年1月～12月� 総額14億7,197万円の拠出

報告：一般社団法人パチンコ・パチスロ社会貢献機構　事務局

■方面遊協
�●北海道胆振東部地震被災地である勇払郡安平町に対して、合
田理事長から及川秀一朗安平町長へ災害義援金150万円を
寄付［写真①］

�●犯罪行為の発生後速やかに被害者その家族等を支援援助する
ことを目的として設立・活動している公益社団法人北海道家庭
生活総合カウンセリングセンターに対して、７月ファン感謝デー
による社会貢献費等を寄付［写真②］

�●3月ファン感謝デーにおける社会貢献活動として、札幌方面管
内に所在する10ヵ所の児童養護施設へ「BOOK・OFF」と協
同して児童図書300冊を寄贈(各施設30冊）

■支部
�●札幌市内9地区の防犯協会連合会に対して、総額100万円を
寄付し、札幌市における地域防犯活動の推進を支援（札幌遊技
業協同組合）

�●すすきの観光協会と北海道遊技産業合同の「すすきのごみ拾
いボランティア活動」に当組合員(8企業・26ホール）53名が
参加し地域観光の推進と保護に寄与（札幌遊技業協同組合）

�●苫小牧警察署と協同し、指名手配被疑者捜査強化月間に、組
合員全ホールに指名手配犯ポスターを掲示するとともに、野外
電子公告を活用した捜査協力を市民に告知（苫小牧遊技業組合）

■ホール
�●2011年より、地域医療への支援と地域貢献を目的として、札
幌医科大学に対して医療・福祉機器の寄贈と大学病院ロビーで
アンサンブルコンサートを継続的に行っており、本年は3月に
高機能エアマットレス･輸液ポンプ等を寄贈、9月にコンサート
を開催（株式会社新和ホールディングス）

�●2019年に発生した「台風19号」による被害において、被災
地への支援をグループ全ホールでお客様に呼びかけ募玉･募
メダル募金活動を推進し、お客様の協力により集まった募金総
額503万340円を被害が甚大だった宮城県岩沼市・多賀城
市へ寄付（株式会社合田観光商事）

�●伏古店従業員(警備員）による、札幌市立伏古小学校通学路に
対する安全対応「みまもーる」の実施において、児童からの感
謝の手紙並びに学校長からの感謝状を授与（正栄プロジェクト　
イーグル・ウイング伏古店）

災害義援金を寄付［写真①］

北海道家庭生活総合カウンセリングセンターに寄付［写真②］
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道

旭川方面　旭川方面遊技事業協同組合 釧路方面　釧路方面遊技業協同組合

2019年

2018年

平成29年

物品   548  8件  4.6%

12,021  
61件

5,374
30件

ホール
1,909 
31件
15.9%

支部  
9,074
3件
75.5%

5,485
28件

現金   11,473  53件  95.4%

方面遊協   1,038   27件  8.6%

その他
 3,251

9件
27.0%

防犯
  120

2件 1.0%

青少年育成
19 
2件  0.2%

地域貢献
8,490  
42件
70.6%

社会福祉
141  
6件
1.2%

釧路方面遊技業協同組合
岡本慶秀 理事長

旭川方面遊技事業協同組合
山本淳一 理事長

2019年

2018年

平成29年

物品   805  37件  18.3%

4,409  
77件

3,659
65件

ホール
2,992 
69件
67.9%

4,681
37件

現金   3,604  40件  81.7%

方面遊協  500  2件  11.3%

その他
20
1件 0.5%

防犯
  669
3件

15.2%

学術・文化
  10

1件　0.2%

青少年育成
400

6件　9.1%

地域貢献
2,122 
42件
48.1%

社会福祉
1,188  
24件
26.9%

支部  
917 
6件
20.8%

DATA DATA※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2019年現金・物品の割合（単位：千円）

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2019年現金・物品の割合（単位：千円）

■2019年分野別、拠出額と割合（単位：千円） ■2019年分野別、拠出額と割合（単位：千円）

■方面遊協
�●釧路市・根室市の防犯協会及び暴力追放運動推進協議会へ事
業運営に対する支援を実施

�●特定非営利活動法人日向ぼっこに対し、全日本社会貢献団体
機構との共同助成を実施［写真①］

■支部
�●ぱちんこ等娯楽・遊技依存関連問題の相談事業等の一助として、
特定非営利活動法人リカバリーサポート・ネットワークに対
し寄付（旧釧路支部）

�●釧路大漁どんぱく連絡協議会に寄付支援（旧釧路支部）

�●釧路市に対し寄付支援（旧釧路支部）

■ホール
�●サマージャック＝町おこしとして協賛金の協力、人的支援を
実施。特定個所の道路封鎖、歩行者天国として出店やアーティ
ストの招致（アーリーバード弟子屈店）［写真②］

�●児童養護施設「まりも学園」の入居児童に対しクリスマスプ
レゼントの贈呈（アーリーバード根室店）［写真③］

■方面遊協
�●献血キャンペーンを実施。旭川市内4ホールの駐車場に移動
献血車両に来てもらい午後から夕方の間で献血を実施し、4
日間で82名が参加［写真①］

■支部
�●組合員ホールの景品カウンターに「はあーとふるBOX」募金
の募金箱を置き、お客様からのあまり玉の寄付・従業員から
の寄付された募金を、12月に旭川市育英基金・旭川中央防
犯協会・旭川東防犯協会へ寄付金として贈呈（旭川遊技場組合）
［写真②③］

�●北海道警察旭川方面本部及び旭川東警察署と合同で実施する
令和元年「歳末安全安心な旭川街づくりの集い」啓発活動に
参加。事務局1名、組合員の3ホール3名が参加（旭川遊技
場組合）

■ホール
�●ワゴン車両にパチンコ・スロットを設置し、パチンコ・パチ
スロ体験カーとして出動、老人ホーム等の施設に出向き、娯
楽として利用者様に楽しんでもらうための訪問パチンコを通
年開催。今後も継続実施予定（株式会社山本ビル）

助成金を贈呈［写真①］献血キャンペーンを実施［写真①］

町おこしイベントのために出店やアーティストを招致［写真②］

児童養護施設にクリスマスプレゼントを贈呈［写真③］はあーとフルBOX募金贈呈式［写真②③］
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北見方面　北見方面遊技業協同組合
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函館方面　函館方面遊技業協同組合

北
海
道

DATA ※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2019年現金・物品の割合（単位：千円）

■2019年分野別、拠出額と割合（単位：千円）

函館方面遊技業協同組合
山本 篤 理事長

2019年

2018年

平成29年

物品   1,717  63件  30.2%

5,689  
131件

7,570
115件

ホール
2,274 
106件
40.0%

9,299
128件

現金  3,972  68件  69.8%

方面遊協
2,015 
22件
35.4%

その他
170
2件  3.0%

防犯
  1,483

12件
26.1%

暴排
 110
2件
1.9%

学術・文化
83

9件  1.5%

青少年育成
133
5件
2.3%

地域貢献
510 
34件  9.0%

社会福祉
3,200  
67件
56.2%

支部  
1,400
3件
24.6%

北見方面遊技業協同組合
温山壽男 理事長

2019年

2018年

平成29年

物品  305  23件  16.1%

1,892  
49件

2,018
32件

ホール
962 
45件
50.8%

940
6件

現金   1,587  26件  83.9%

方面遊協
500 
1件
26.4%

支部  
430
3件
22.7%

防犯
 800
2件

42.3%

学術・文化
 120

5件　6.3%

災害救済
100

1件　5%

青少年育成
10 
1件　0.5%

地域貢献
640  
26件
33.8%

社会福祉
115  
12件  6.1%

その他
107
2件
5.7%

DATA ※物品は現金換算した金額です。
※グラフに記載されている金額はすべて下3ケタを四捨五入しています。したがって合計が合わない場合があります。

■年別拠出額と拠出件数及び拠出元別搬出額と割合（単位：千円）
■2019年現金・物品の割合（単位：千円）

■2019年分野別、拠出額と割合（単位：千円）

北見地域防犯協会に寄付［写真①②］

■方面遊協
�●全日本社会貢献団体機構との共同助成により、にこにこ子ど
も食堂事業に寄付。組合の通常総会の席上で活動内容につい
て講演。また当該事業を広報するため、チラシをホール内に
掲示［写真①］

�●地域の防犯活動支援のため、函館方面本部管内の9地区防犯
協会へ活動助成金を拠出

�●北海道が主催する「ギャンブル等依存症普及啓発セミナー
（2019年12月開催）」のチラシを印刷して組合員ホールに
配付し、ホール内のインフォメーションボードやトイレ・休
憩コーナー等に掲示

■ホール
�●動物愛護ネットワーク・みらいにホール建物の空き部屋を提
供して、月に3～4回、日曜日に保護猫の譲渡会を実施（パチ
ンコ富士）

�●エコキャップをホール内にて回収し、エコキャップ推進協議
会を通じて、医療支援・社会福祉に役立てる活動を実施（ベ
ガスベガス函館昭和店・ベガスベガス函館港店・ベガスベガ
ス函館吉川店他）

�●保育園や児童養護施設等の子どもたちへ年間を通じてお菓子
や果物等を寄贈（ライジング函館五稜郭・ライジング八雲・
メガガイア函館港・パチンコボンボン）

■方面遊協
�●組合加盟ホールでイベントを開催し寄付金を集め、北見方面
防犯協会連合会に防犯グッズ購入資金として50万円を寄付
[写真①②]

■支部
�●北見ぼんち祭に運営資金を寄付（北見地区遊技場組合）

�●北見市消防後援会へ資金援助（北見地区遊技場組合）

�●北見地域防犯協会に寄付（北見地区遊技場組合）

■ホール
�●公益財団法人どうぶつ基金に寄付（ロイヤル網走店）

�●美幌和牛まつり実行委員会や美幌夏まつり実行委員会に寄付
（パーラー東和美幌店）

�●美幌町教育委員会に鉛筆やノートを寄贈（美幌ひまわり）

�●ホール従業員が地域のゴミ拾い活動を実施（知床ひまわり）

にこにこ子ども食堂事業に寄付［写真①］


